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表 1 評価プロセスの要約（田所 2015、p.57 の表 6 から抜粋の上、修正） 


















































































































































































































る、日本人と留学生が共に生活する混合寮の居住者とし、14 組による 20 分間の接触場面初
対面会話を録画した。その直後に一人ずつ、再生刺激法（Bloom1954）を用いたフォローアッ
プ・インタビューを行い、評価プロセスを抽出した。14 の会話の中で、フォローアップ・イ
ンタビューデータから、話題選択に関する好印象・悪印象や違和感が見られた 7 会話中の 10
箇所を約 1 分半～2 分ずつに編集して映像教材を作成した。そして、話題を考慮し、順番を



















表 2 授業参加者（田所 2016、p.159 より引用）  
  
仮名 年齢 学年 出身地 母語 日本語学習歴 日本滞在歴
イスマン 28 博士１年 アルジェリア アラビア語 独学で３年、日本
の大学で２年
２年





ツェー 19 学部１年 中国 中国語（広東語） 独学６年 0

















表 3 映像教材の会話者の詳細 
仮名 年齢 学年 出身地 母語 日本語学習歴 日本滞在歴 
セルゲイ 26 歳 博士 1 年 グルジア グルジア語
グルジアの大学で 2
年、日本の大学で 3 年 
2 年 2 か月 
つとむ 23 歳 修士 2 年 福島県 日本語   
5.3 分析 
分析を行うのは、セルゲイ・つとむ（表 3）の会話に関する話し合いである。映像教材
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資料 1 映像教材の文字化資料 2（NS:つとむ、NNS:セルゲイ） 


































































































































































実践 3（田所 2014a,b）の授業参加者に対して、授業の約 1 か月後に行ったインタビュー
データを用い、評価プロセスの多様性の共有と待遇コミュニケーション能力育成との関係
について述べていく。これまで 4 名の学習者の学び（田所 2014a）及び 8 名の学習者の総
合的な学び（田所 2014b）に焦点を当ててきたが、本節では洪のデータを取り上げ、分析・
考察を行う。 
6.2 授業後 1 か月間の学びの分析 
洪は台湾出身 35 歳の博士 4 年生である。台湾で 1 年ほど日本語学校に通い、『みんなの
日本語 初級』（スリーエーネットワーク）を用いて初級文法を学んだ。また、ドラマ視聴
による独学も積極的に行ったという。来日後は、日本の日本語学校で 1 年間学習した経験










































































































































































































 1 丁寧体、普通体、中途終了型の 3 分類の文末形式とし、尊敬語、謙譲語などの狭義の敬語は除く。 
 2 文字化の方法はザトラウスキー（1993）に従った。 
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